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天て
ん
神じ
ん
山ざ
ん
城
跡　

西
蒲
区
石
瀬
・
岩
室
温
泉
・
間
瀬

　

天
神
山
城
跡
は
、
石い

し

瀬ぜ

集
落
の
西
方
に
あ
る
標
高
二
三
四
メ
ー
ト
ル
の

天
神
山
山
頂
周
辺
に
築
か
れ
た
山
城
跡
で
あ
る
。
天
神
山
の
東と

う

麓ろ
く

に
は
北

陸
道
と
矢
川
が
通
っ
て
お
り
、
水
陸
交
通
の
要
所
を
押
さ
え
る
場
所
に
位

置
し
て
い
る
。

　

現
地
踏
査
に
よ
れ
ば
、
城
の
中
心
部
で
あ
る
実
城
は
、
山
頂
部
の
幅
一

図128　城跡の位置　
５万分１地形図「弥彦」

図129　天神山城跡

七
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
四
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
平へ

い

坦た
ん

地
に
築
か
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
実
城
を
中
心
と
し
て
主
要
な
平
坦
地
を
階
段
状
に
造
成
し
、

要
所
に
は
土
塁
や
堀
・
石
垣
を
作
っ
て
、
守
り
を
堅
固
に
し
て
い
る
。
山
城
の

全
体
の
範
囲
は
、
東
西
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
も

及
ぶ
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
天
神
山
の
中
腹
に
は
当
時
の
重
要
な
水
源
地
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
瓢ひ

ょ
う箪た
ん
形
を
し
た
池
が
あ
り
、
現
在
も
満
々
と
清
水
を
留と

ど

め
て
い
る
。
ま
た
、
水
源
地
の
東
側
に
は
、
長
さ
八
五
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
大

規
模
な
土
塁
跡
が
あ
り
、
そ
の
外
側
に
は
石
垣
に
使
わ
れ
た
大
ぶ
り
の
石
が
崩

れ
な
が
ら
も
残
っ
て
い
る
。

　

天
神
山
城
は
、
長
岡
市
小
国
地
域
（
旧
小
国
町
）
か
ら
本
拠
地
を
移
し
た
小
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国
氏
の
代
々
の
山
城
で
あ
る
。
小
国
氏
は
戦
乱
の
続
く
中
世
に
お
い
て
、
弥
彦
荘
の
一
画
に
強
大
な
勢
力
を
有

し
た
。
正

し
ょ
う

応お
う

三
（
一
二
九
〇
）
年
の
記
録
に
、
弥
彦
神
社
の
神
官
と
し
て
「
小
国
彦
八
」
の
名
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
に
は
既
に
当
地
に
進
出
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
天
神
山
城
が
い
つ
築
か
れ
た
の
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
十
四
世
紀
の
南
北
朝
の
騒
乱
の
時
に
築
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
激
し

い
動
乱
の
時
代
を
経
て
、
天
神
山
城
は
次
第
に
強
固
に
改
良
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
慶
長
三
（
一

0 100m

図130　山城遺構　『吉田町史』資料編１から主
要部を転載

五
九
八
）
年
、
上
杉
氏
が
会
津
へ
移い

封ほ
う

（
領
地
換
え
）
さ
れ
る
と
、
城
主
の
大

国
実
頼
（
小
国
か
ら
大
国
に
改
姓
）
も

付
き
従
っ
て
行
っ
た
た
め
、
天
神
山
城

は
廃
城
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
城
主
が
普
段
暮
ら
し
て
い
た

居
館
は
、
天
神
山
東
麓
の
陣
屋
敷
と
呼

ば
れ
る
所
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
城
跡
は
昭
和
四
十
三（
一
九
六
八
）

年
に
岩
室
村
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
新

潟
市
の
史
跡
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。


